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表 1

1ま え が き

1巴育試験や産肉能力検定を実施する場合の濃厚飼料の内

容と質は,あ る程度規制できるが,粗飼料の質の規制は難

かしく,その成績の再現性を低くしている。また,肥育の

多頭化にともない,粗飼料源の確保が困難となつているこ

とから,粗飼料の給与を必要としないような固型飼料が要

求されており,現在京都大学などで開発されつヽある国型

飼料を用い,若令肥育や検定の飼料としての利用可能性を

検討したので,そ の概要を報告する。

2 試 験 方 法

供試牛および試験区の構成は,次の通りである。

供試牛 : 黒毛和種去勢牛 8頭で,全頭父牛を第13神

中号とする半兄弟であり,A区 ,B区の2区にそれぞれ,4

頭を配した。日令はA区 313日 ,B区 3053日 ,試験開始時

体重はA区 2717た9,B区 2778りで発育資質ともに中等の

ものであつた。

試験期間 : 昭和52年 10月 21日 より,53年 lll月 20日 ま

での364日 間を肥育期間とし,前半 182日 を前期,後半 182

日を後llJと した。

供試回型飼料 : 大麦53,えん菱20,ビート́,レプ15,

あまに油粕 7,炭カル 1, ソンカル 05,食塩 05を配合 し

8師 ペレットにしたもので,DOP,o6%,TDN 67 18%
の日型飼料を使用した。

飼料給与方法 : 固型飼料にA区には,前期のみコーン

コプ20%,3区 には,前期のみ切フラ5%を混入し,全期FH5

自由摂取とし,他には粗飼料を給与しなかつた,水は両区

ともウォーターカップにより自由飲水 とした。

管理方法 : 4頭 1群の舎銅追込方式とし,運動手入

などは特に行わない。

その他 : 調査方法は産肉能力検定に準じた。

3 試験結果および考察

1 増体成績
表 1 lζ示すように,増体量では,前期A区 1656り ,B区

1668り とほぼ同じであるが,後期では,A区 1384た,,B

区 分 A 区 B 区

開 始 時 体 重 2717± 1773 2778± 3501

前 期
増体畳 165 6±  26 82 166 8± 25 15

D  0 0,1± 051 092± 014

前 期 末 体 重 4373± 3572 444 5t53 63

後 期
増体量 1384± 2487 1078± 20 72

D  0 076± 014 059± 012

終 了 時 体 重 5757± 4707 5523± 482

全 期
増体量 3040± 4228 2745± 2661

D 0 084± 012 076± 007

区 1078協 となり,A区 がB区より284%高 く全期間でも

B区より,A区 107%と 高かった。 DCの 前期は両区とも
ほぼ同じであるが,後期ではA区 076均 ,B区 059均 とな

り,B区が低かつた。全期間通してもA区 084り ,B区 076

りとなりA区が良かつた。これは前期20%の コーンコブ混

入が粗飼料及び過食防止として作用したものと思われる。

一方切フラ5%混入区では, 後期のDOが低く長期肥育の

場合には,更に低下するものと考えられる。

2 飼料摂取量と摂取率
飼料の摂取量は表 2の とおりである。 1頭 当りの摂取量

は,A区固型飼料 2,784り ,コ ーンフブ313り,計 3,097砿
でB区日型飼料 3,078り ,切 フラ83″ ,計 3,161りであり,

1日 当り摂取量でも,A区 851り, B区 869り ,と ほぼ同
じであるが,DOの等 しい前期を見ると人区 859り, B区
911″ となり,固型飼料のみではA区が21%少なく,コ ー

ンコプの効果によるものと思われた。飼料要求率は表 3の

通 りであるが, 1切 増体に要する摂取量は固型飼料, DO
P,TDN, ともにA区がよかつた。 このことは前期,後
期とも認められた。

平均体重に対する摂取率は表 4の通 りである。飼料摂取

率は前期ではA区 24%,B区 25%で あり,後期では166

%と なり同じであつた。これらのことから前半にコーンコ

プを混入したA区が固定飼料の摂取量が少なく, DOも 高

く,要求率の良いことが認められた。

3 体型と健康状態
体重,体高,胸囲,肥育度指数はいずれもA区が高く,
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区  分
A 区 B 区

固型
飼 料

コーン
コ プ 計

固型
飼 料

切ワラ 計

摂
　
取
　
量

前期
1,251
(6 87)

313
(1 72)

1,564
(8 59)

1,575
(8 65)

83

(046)
1,658
(9 11)

後期
1,533
(8 42)

1.533
(3 42)

1,503
(826)

1.503
(826

全期
2,784
(7 65)

313
(086) だH)

3.078
(8 46)

83
(0 23)

3,161
(8 69

表 2 飼料の摂取量 表5 と殺解体成績
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注 ( )内 は 1日 1頭 を示す。

表 3 飼料要求率

表4 平均体重に対する飼料摂取率

区 分

A 区 B 区

体 重

(ん′)

固型
飼 料
(劾
コ・ン″∽

体 重

(た ,)

固型
飼 料
(効

切フラ

(0

前 期 354 5 1 94 0 49 3612

後 期 506 5 498 4 1 66

全 期 423 7 4151

体高の増加率 (開始時に対する)は A区 1190%,B区 1147

%で体重増加率では,A区 2119%,B区 1988%と A区が

良好で, B区が小格であつた。健康状態は特に問題はない

が,後期に入つた頃より,両区に尿石症が見られたが,塩

化アンモンを投与することにより消失 した。また終了直前

に両区に軽度の鼓脹症が見られたが, F痢 の発生はなかつ

た。第 1胃 の病変では,3区にルーメンパラケラトーシス

の重度のものが多くみられた。これは前期の切フラ5%と

の関係が深いものと思われる。

4 と殺解体成績は表 5の とおりである。
枝肉歩留はA区 643%,B区 659%で ,肥育度指数に比

較 し良好であつた。背脂防の厚きはA区 160m,B区 125

mで人区がやや厚かつた。ロース芯面積は,A区 4'8翻 ,

3区 490配畑旨肪交雑はA区 21,B区 24であつたが,両

区ともばらつきが多かった。枝肉の格付等級ではA tt L2

頭,中 2頭 ,B区極上 1頭 ,上 2頭,中 1頭であり,更 に向上

させるためには育種改良の面からの検討を要するものと思

考される。

前期26週間コーンコブ20%を混入し,安定した利用性を

検討した。

1 増体量,DG,終 了時体重ともA区がすぐれていた
が,こ れは前期コーンコプ20%の混入が粗飼料および過食

防止として作用 したものと思われる。一方切フラ5%混入

区では,後期のDOが低く長期肥育の場合は,更に検討を

要する。

2 飼料要求率を固型飼料で見ると,A区の方が少なく,

前期のコーンコブ混入による効果と考えられる。

3 A区 , B区 とも下痢の発生はなかつたが,後期に尿

石症,終了直前に軽い鼓脹症が見られた。また, B区にパ

ラケラトーシスの重度なものが多く見られた。これは前期

に切ワラ5%と の関係が深いものと思われる。

4 A区,B区 とも肥育度指数に比較 して枝肉歩留は良

好であつた。割 旨肪はA区がやや厚く,脂肪交雑は両区の

差が少なかつたが,個体差が見られた。さらに向上させる

ためには,育種改良の面からの検討を要する。

5 今回は,過食防止を目的として, コーンコブ20%を

混入し良好な成績を得た。これらのことから, 1年肥育や

検定の飼料として,前期に,― ンコプ等の混入によりさら

に安定した利用が出来るものと考えられるが,今後混入物

及び混入割合等について究明したい。
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飼 料
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期

飼 料

DCP
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7 55

0 68

5 07
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0 00

0 89

9 44

0 68

696

9 44
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6 34
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6 53
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期

飼 料
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7 44
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1108

1 00

7 44

1394

1 26

9 86

一
　

一
　

一

1394

1 26

9 36

全

　

期

飼 料

DCP

TDN

916

0 83

6 15

1 03

000

0 48

1019

0 83

6 63

1121

1 02

7 53

0 30

0 00

012

1151

1 02

7 65


